











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































六項目 項目 内溝 データ ポイント tlj力 担当
■■ ８ 
１２案■の鼠に喝当 'j噸目 園商J何日の風体的な
内容
頂宜に必要なデータ
の入手先
蛤輪を卯<ため大切
な要点
グラフ、111式図、ス
ケッチ、図面などの
表現方法
小ＩIＩ
ゼーニォー百田ｒ汀
「
看ず百万、
し
弓巨定宅已ｍＨ 棹
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ヤッチフレーズとIXIでメリハリをつける。言染
で伝える場合は、プレゼン10か条９１がある。
【プレゼン１０カ条】
1．人児て法説け。
２．ＩⅡ手の立場で話す。
３．はじめの３分M]で勝負する。
４．役者になりきる。
５．結論が先、理Ihは後。
６．嘘は見抜かれるから厳禁。
７．臨機応変に対応する。
８．さわやかにプレゼンする。
９．１Vjめと終わりの台詞を決めておく。
10．IiilBjに備えて隠しスライドを川意しておく。 図-34エコロジカル．ランドスケープが目指す空間
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６．まとめ
地域環境によって多様な水辺環境がある。｜÷１
然環境が必要としているところに人が＝｢を貸し
て水辺を造れば、管理が少なくて済む地域独自
の水辺をｉＩｌｌｌｌできる。自然環境がほしがってい
ないところに水辺を計画したとしたら、それは
サイトデザインかﾆﾋ地利用計画が間違っている
場合が多い。デザイン以前の|ﾉﾘ題である。水辺
11W焼に限らず、たとえ人が造る空１１１であっても、
地域ni1境の潜在能力を活用して、地域のエコシ
ステムに組み込めば、やがてその空|H1は以iiiか
らそこにあったような生物多様性に配慮した空
'''1になる，）（図-34)。トンボを呼び寄せるために
池を造ることがエコシステムではない。機械式
i1I1i環装満で水をろ過することがエンジニアリン
グではない。設計者の思いどおりの空'111をつく
ることがデザインではない。地域環境の戸をｌｊＩ１
き、地域環境とともに成長する空Ｉｌ１１のA1盤を|÷ｌ
然に提供することがエコロジカル・ランドスケ
ープでいうエコシステムでありエンジニアリン
グでありデザインである。
ただし、いくら地域環境と共生しているとは
いえ、メンテナンスフリーとはならない。人が
造る空IH1であるかぎり管理は必要となるが、ｌＬｌ
然と脇１lbでつくった空間は、管理の頻度が少な
くて済む。
｜同|じ環境は１１１界にふたつとない。その猟境で
しか成しえない空間づくりをすることが現代の
技術者に求められていることではないだろうか。
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付記
本稿は、筆者がこれまで執兼した文献から図版や
文章を３１１１}し、平成20ｲ'2511311]、法政大学人間環
境学部における人'''1環境セミナー第７回講座「エコ
ロジカル・ランドスケープの１M点から水辺環境のあ
るべき姿を考える」の識iii内容を編集しなおしたも
のである。
小Ⅱ｜総一郎（おがわ・そういちろう）
1983年ペンシルベニア大学芸術大学院ランドスケー
プ・アーキテクチャ修了。
ＩａｎＬ､Mcllargにエコロジカル・プランニングを、
LaurieLOlinにエコロジカル・デザインを、SirPCter
Shepheardにランドスケープ・ドローイング（透Iﾘ１
水彩）を師事。
登録ランドスケープ・アーキテクト。
技術士（建設部'''1／雄設環境)。
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